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４ 騒音・振動 
4.1 現況調査 

4.1.1 現地調査結果 

（１）騒音 

騒音レベル（LAeq）の時間帯別現地調査結果は、表4.1-1に示すとおりです。 

 
表 4.1-1 騒音レベル（LAeq）の時間帯別現地調査結果 

（単位：dB） 

調査地点 
 
時間帯 

一般環境(LAeq) 道路沿道(LAeq) 

S-1 S-2 S-3 S-4 S-5 S-6 S-7 

6：00～7：00 52.3 43.3 46.7 66.1 63.1 60.6 57.8 

7：00～8：00 57.4 44.3 48.4 67.2 64.3 61.7 60.1 

8：00～9：00 54.3 42.8 48.8 65.8 63.8 62.1 60.0 

9：00～10：00 51.9 44.5 48.1 65.3 63.8 62.2 60.7 

10：00～11：00 53.4 43.7 48.2 65.6 65.2 62.6 59.9 

11：00～12：00 54.3 43.3 48.7 65.6 64.6 61.5 59.8 

12：00～13：00 53.2 41.7 46.3 66.1 64.2 61.4 59.4 

13：00～14：00 55.0 41.4 48.5 65.4 63.6 61.4 60.1 

14：00～15：00 53.5 42.9 48.9 65.7 64.1 62.4 60.1 

15：00～16：00 52.9 43.4 49.8 65.6 63.2 61.7 58.9 

16：00～17：00 55.5 44.7 48.9 65.8 63.6 62.3 59.3 

17：00～18：00 55.3 43.7 50.5 65.2 63.6 61.5 59.3 

18：00～19：00 52.0 48.3 51.2 65.3 62.9 60.9 58.2 

19：00～20：00 52.1 47.5 50.0 66.1 63.1 60.2 57.7 

20：00～21：00 51.4 46.5 50.2 65.2 62.3 59.0 57.9 

21：00～22：00 48.9 46.6 46.7 64.1 61.1 58.5 57.6 

22：00～23：00 46.9 45.6 47.6 64.5 59.6 57.4 55.2 

23：00～0：00 48.4 46.3 48.3 64.8 59.1 56.3 54.0 

0：00～1：00 47.8 46.7 46.7 64.8 58.5 51.6 54.4 

1：00～2：00 46.9 46.9 46.0 64.4 59.5 51.5 55.7 

2：00～3：00 46.0 46.6 45.5 63.8 58.7 54.6 54.5 

3：00～4：00 47.7 46.1 45.6 63.3 58.4 54.7 52.4 

4：00～5：00 46.8 45.7 44.1 63.4 59.7 53.1 54.4 

5：00～6：00 52.3 45.6 45.1 65.7 61.8 56.2 56.1 

全日平均 53 45 48 65 63 60 58 

昼間平均 54 45 49 66 64 61 59 

夜間平均 48 46 46 64 60 55 55 

注１）各時間値及び基準時間帯平均等価騒音レベルは、有効データのエネルギー平均値です。 
注２）時間区分は昼間:６～22 時、夜間:22～６時 
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（２）振動 

振動レベル（L10）の時間帯別現地調査結果は、表4.1-2に示すとおりです。 

 
表 4.1-2 振動レベル（L10）の時間帯別現地調査結果 

（単位：dB） 

調査地点 
 
時間帯 

一般環境(L10) 道路沿道(L10) 

S-1 S-2 S-3 S-4 S-5 S-6 S-7 

6：00～7：00 33 <25 32 53 41 35 41 

7：00～8：00 27 29 32 49 33 35 41 

8：00～9：00 27 26 30 50 36 39 38 

9：00～10：00 36 26 30 51 35 40 40 

10：00～11：00 32 26 31 49 32 32 40 

11：00～12：00 32 25 32 48 32 37 40 

12：00～13：00 31 25 32 51 33 37 38 

13：00～14：00 33 27 34 48 33 37 38 

14：00～15：00 29 31 33 49 32 35 40 

15：00～16：00 33 <25 33 51 35 38 39 

16：00～17：00 27 <25 34 50 31 35 38 

17：00～18：00 30 <25 34 48 31 36 37 

18：00～19：00 25 25 34 48 32 34 36 

19：00～20：00 <25 <25 34 45 31 29 37 

20：00～21：00 26 <25 34 45 31 35 36 

21：00～22：00 25 <25 34 47 31 28 35 

22：00～23：00 <25 <25 34 45 31 29 33 

23：00～0：00 <25 <25 33 43 31 29 33 

0：00～1：00 <25 <25 34 41 31 29 31 

1：00～2：00 <25 <25 34 44 31 29 31 

2：00～3：00 <25 <25 34 37 31 28 32 

3：00～4：00 30 <25 34 47 31 29 35 

4：00～5：00 27 <25 34 51 32 29 34 

5：00～6：00 36 <25 <25 54 32 38 41 

全日平均 29 26 33 48 32 33 37 

昼間平均 31 26 32 50 34 36 39 

夜間平均 27 25 33 46 31 31 35 

注１）25dB 未満の測定値は「<25」で示し、測定下限値未満のため参考値となります。 
注２）基準時間帯平均時間率振動レベルは、有効データの算術平均値です。25dB 未満は 25dB として 

計算しました。 
注３）時間区分(第 1 種区域（S-2、S-3、S-4、S-6）)は昼間:8～19 時、夜間:19～8 時 

時間区分(第 2 種区域（S-1、S-5、S-7）)は昼間:8～20 時、夜間:20～8 時 
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（３）地盤卓越振動数 

地盤卓越振動数の調査結果は、表4.1-3に示すとおりです。 

地盤振動の最大値が最も多い中心周波数は20.0Hz、中心周波数の平均値は20.7Hz

でした。 

 

表 4.1-3 地盤卓越振動数の調査結果(S-6) 

（単位：dB） 

中心 
周波数 
(Hz) 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目 ８回目 ９回目 10 回目

 1.0  6.8 10.7 6.8 11.0 10.5 10.5 11.0 6.8 11.0 9.2 

 1.25  6.2 9.9 6.5 9.4 6.8 9.4 6.8 7.0 10.4 10.3 

 1.6  6.2 9.8 6.2 6.8 9.6 6.8 9.9 7.7 6.8 6.5 

 2.0  6.8 8.7 8.2 9.4 10.0 6.8 8.2 8.2 7.7 10.2 

 2.5  9.4 8.0 8.7 7.0 10.4 7.5 6.8 9.0 8.5 9.3 

 3.15  9.2 9.6 12.4 9.4 11.9 12.1 9.7 9.4 9.2 9.2 

 4.0  10.3 11.3 12.3 10.5 10.9 10.3 9.2 11.6 10.2 11.4 

 5.0  12.9 12.3 13.1 12.0 14.6 11.3 13.8 12.5 12.8 13.4 

 6.3  12.7 16.8 12.9 14.0 15.6 14.3 10.9 13.4 17.6 15.6 

 8.0  16.5 16.0 18.5 17.3 24.0 15.9 18.2 18.1 18.1 19.7 

10.0  33.1 26.2 22.4 28.7 39.5 24.4 28.6 27.7 29.5 26.6 

12.5  48.2 37.9 39.5 47.7 53.9 39.8 43.7 44.1 39.8 40.0 

16.0  49.7 49.2 50.9 54.9 58.5 50.6 52.5 50.3 52.3 46.3 

20.0  49.9 48.2 52.0 53.2 63.1 54.7 55.9 51.4 53.1 57.8 

25.0  49.4 45.2 48.4 51.2 62.8 50.9 53.0 56.8 60.2 60.6 

31.5  42.1 44.2 46.2 51.8 56.4 45.9 50.6 55.5 57.7 54.4 

40.0  42.1 42.6 47.1 52.7 56.7 50.1 53.5 55.5 58.7 58.0 

50.0  40.5 42.2 40.3 46.0 49.0 45.1 44.8 48.7 51.3 47.9 

63.0  45.8 42.9 33.7 37.7 43.2 29.5 34.1 38.8 38.5 37.8 

80.0  48.4 40.3 34.0 32.7 37.5 26.9 29.1 32.5 33.0 34.2 

注）網掛けは最大値を示します。30dB 未満の測定値は、測定下限値未満のため参考値となります。 
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4.2 予測条件 

4.2.1 工事の施行中 

（１）予測手法 

ア 建設機械の稼働に伴う騒音レベル 

a 予測式 

建設機械の稼働に伴う騒音レベルの予測は、「建設工事騒音の予測モデル“ASJ 

CN-Model 2007”」(平成20年４月 日本音響学会誌64巻４号) を用いました 

予測する騒音レベルは、90％レンジの上端値としました。 

dif0100A5A5 )/(log20)()( LrrrLrL   

ここで、 
LA5(r)※１ ：予測地点における騒音レベルの90％レンジ上端値(dB) 
LA5(r0) ：基準地点における騒音レベルの90％レンジ上端値(dB) 
ｒ ：建設機械から予測地点までの距離(m) 
ｒ0 ：建設機械から基準地点までの距離(m) 
⊿Ldif ：回折に伴う減衰※2による補正量(dB) 

 

なお、複数の建設機械が同時に稼動する場合は、予測地点における騒音レベルを

合成した騒音レベルを算出しました。 











 101010

10 A5

nA5,A5,2A5,1

101010log10
LLL

L  

ここで、 
LA5 ：n台の建設機械による騒音レベルの90％レンジ上端値(dB)
LA5,i ：i番目の建設機械の騒音レベルの90％レンジ上端値(dB) 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
                                                   
※１ LA5とはＡ特性の周波数特性を持つ時間率騒音レベルの90％レンジの上端値を指します。騒音レ 

ベルがあるレベル以上の時間が、観測時間の５％を占める場合の騒音レベルを示します。 

※２ 回折に伴う減衰とは遮音壁のような障害物の後方に音が回り込むことで騒音が低下する現象です。 
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【回折に伴う減衰による補正量】 

建設作業の騒音の回折に伴う減衰に関する補正量は、以下に示す資料から

求めました。 

なお、防音壁は、高さ２mの防音シート（音響透過損失10dB）を設置した場

合について検討しました。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：「建設工事騒音の予測モデル“ASJ CN-Model 2007”」(平成 20 年４月 日本音響学会誌 64 巻４号） 
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イ 建設機械の稼働に伴う振動レベル 

a 予測式 

建設機械の稼働に伴う振動レベルの予測は、「道路環境影響評価の技術手法（平成

24年度版）」（平成25年３月 国土技術政策総合研究所）に基づき、以下に示す振動

の距離減衰式を用いました。 

予測する振動レベルは、80％レンジの上端値としました。 

 

  )(68.8log15)()( 00100 rrrrrLrL    

ここで、 

L (r) ：予測地点における振動レベル(dB) 
L (r0) ：基準地点における振動レベル(dB) 
r ：建設機械から予測地点までの距離(m) 
r0 ：建設機械から基準地点までの距離(m) 
α ：地盤の内部減衰係数、α=0.01(未固結地盤) 

 

なお、複数の建設機械が同時に稼動する場合は、予測地点における振動レベルを

次式で合成しました。 











 101010

10 101010log10
21 nLLL

L  

ここで、 

L ：n台の建設機械による振動レベル(dB) 
Li ：i番目の建設機械による振動レベル(dB) 
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（２）予測条件 

ア 建設工事に関する騒音及び振動データ 

建設工事の騒音及び振動の発生源データは、表4.2-1(1)から(3)までに示す資料か

ら求めました。 

 

表 4.2-1(1) 建設機械の騒音及び振動の発生源データ（参考） 

 
資料：「建設工事騒音の予測モデル“ASJ CN-Model 2007”」（平成 20 年４月 日本音響学会誌 64 巻４号） 

（かくはん） 
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表 4.2-1(2) 建設機械の騒音及び振動の発生源データ（参考） 

機    種 機関出力(kW) 騒音基準値（dB） 

騒
音 

ブルドーザー 
Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

１０２  
１０５  
１０５ 

バックホウ 

Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ＜206 
206≦Ｐ 

９９  
１０４  
１０６  
１０６ 

ドラグライン 
クラムシェル 

Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ＜206 
206≦Ｐ 

１００  
１０４  
１０７  
１０７ 

トラクターショベル 
Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

１０２  
１０４  
１０７ 

クローラクレーン 
トラッククレーン 
ホイールクレーン 

Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ＜206 
206≦Ｐ 

１００  
１０３  
１０７  
１０７ 

バイブロハンマー  １０７ 
油圧式杭抜機 
油圧式鋼管圧入・引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 

Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

９８  
１０２  
１０４ 

アースオーガー 
Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

１００  
１０４  
１０７ 

オールケーシング掘削機 

Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ＜206 
206≦Ｐ 

１００  
１０４  
１０５  
１０７ 

アースドリル 
Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

１００  
１０４  
１０７ 

さく岩機(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶｰ)  １０６ 
ロードローラー 
タイヤローラー 
振動ローラー 

Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

１０１  
１０４ 

コンクリートポンプ（車） 
Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

１００  
１０３  
１０７ 

コンクリート圧砕機 

Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ＜206 
206≦Ｐ 

９９ 
１０３  
１０６  
１０７ 

アスファルトフィニッシャー
Ｐ＜55
55≦Ｐ＜103  
103≦Ｐ 

１０１  
１０５  
１０７ 

コンクリートカッター   １０６ 

空気圧縮機 
Ｐ＜55
55≦Ｐ 

１０１ 
１０５ 

発動発電機 
Ｐ＜55
55≦Ｐ 

９８  
１０２ 

振
動 

ブルドーザー 

最大起振力
245kN(25tf）以上

７０ 

最大起振力
245kN(25tf）未満 ６５ 

バックホウ 山積 0.50m3

(平積 0.4m3)以上
５５ 

資料:低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（平成９年建設省告示第

1536 号） 

注）騒音はパワーレベル、振動は機側 15m における値を示します。 
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表 4.2-1(3) 建設機械の騒音及び振動の発生源データ（参考） 

使用機械 規格 
基準点
レベル
(dB) 

基準 
距離 
(m) 

備考(主な引用箇所) 

騒
音 

コンクリートミキサー車 10t 79 10 
図 10-3 
トラックミキサ７m3/h 

振
動 

ブルドーザ 15t 64 ７ 図 11-7 

モータグレーダー 3.1m 54 ７ 図 11-7 

ロードローラ 10-12t 62 ７ 図 11-7 

タイヤローラ 8-20t 57 ７ 図 11-7 

アスファルトフィニッシャ 2.4-6.0m 70 ３ 図 11-6 距離３m 

資料:「建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック(第３版)」(平成 13 年２月 一般社団法人日本建設機 

械化協会) 
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4.2.2 工事の完了後 

（１）予測手法 

ア 自動車の走行に伴う騒音レベル 

a 予測式 

自動車の走行に伴う騒音レベルの予測式は、「道路交通騒音の予測モデル“ASJ 

RTN-Model 2013”」(平成26年４月 日本音響学会誌70巻４号)を用いました。 

また、「道路交通騒音の予測モデル“ASJ RTN-Model 2013”」により算出した自動

車類による等価騒音レベル（LAeq）に、動力付二輪車による等価騒音レベル（LAeq）

の寄与分を加算し、動力付二輪車を含む等価騒音レベル（LAeq）を予測しました。 

 

①等価騒音レベルの基本式 













T
N10log10 T10

10TAeq,

AEL

L  
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ここで、 

LAeq,T ：T(s)当たりの等価騒音レベル(dB) 
LAE ：１台の自動車が走行したときの単発騒音暴露レベル(dB) 
NT ：T(s)時間内の交通量(台) 
LA,i ：Ａ特性音圧レベル(dB) 
⊿ti ：音源が i 番目の区間に存在する時間(s) 

 

②Ａ特性音圧レベルの算定式 

cor,i10WA,iA,i log208 LrLL i   

ここで、 

LA,i ：i 番目の音源位置から予測断面に伝搬するＡ特性音圧レベル(dB)

LWA,i  ：自動車走行騒音のＡ特性音響パワーレベル(dB) 

ir  ：i 番目の音源位置から予測断面までの直達距離(m) 

ΔLcor,i ：i 番目の音源位置から予測断面に至る音の伝搬に影響を与える 

各種の減衰要素に関する補正量(dB)であり、次式で表されます。

airigrnd,idif,cor LLLL   

 
 

ΔLdif,i ：回折に伴う減衰に関する補正量(dB) 
(次ページ参照)

ΔLgrnd,i ：地表面効果による減衰に関する補正量(dB) 
ΔLgrnd=0 としました。

ΔLair,i ：空気の音響吸収による減衰に関する補正量(dB) 
ΔLair=0 としました。
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【回折に伴う減衰に関する補正量⊿Ldif】 

回折効果による補正量⊿Ldifは、音源、回折点及び予測地点の配置から決ま

る行路差δを、排水性舗装時の計算基本式を用いて求めました。 

 
δ  ：回折経路と直達経路の行路差[m] 

（±符号の＋はδ>0、－はδ<0） 

cspec ：係数（表 4.2-2 参照） 

 
表 4.2-2 係数 cspec 

騒音の分類 舗装の分類 cspec 

自動車走行騒音 

密粒舗装 0.85 

排水性舗装 
1 年以上 0.75 

1 年未満 0.65 

 

 
図 4.2-1 回折に伴う減衰に関する補正量 

⊿Ldif 
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③非定常走行区間※における自動車走行騒音のＡ特性音響パワーレベル基本式 

計画道路は信号交差点を含む一般道路であることから、次に示す非定常走行区

間のＡ特性音響パワーレベル基本式を用いました。 

なお、排水性舗装等による騒音低減効果を考慮しました。 

 

大型車類： surf10WA Vlog108.88 LL Δ++=  
小型車類： surf10WA Vlog103.82 LL Δ++=  
ここで、 

LWA ：自動車走行騒音のＡ特性パワーレベル(dB) 
V ：走行速度(km/h) 
ΔLsurf ：排水性舗装(低騒音舗装)等による騒音低減に関する補正量(dB)

 

 

【排水性舗装等による騒音低減に関する補正量⊿Lsurf】 

一般道路における排水性舗装等による騒音低減に関する補正量は、次式を

用いて通常舗装におけるパワーレベルを補正することによって求めました。 

なお、二輪車については⊿Lsurfを常に０dBとしました。 

 

i 停止時 

小型車類、大型車類：⊿Lsurf＝0 

 
ⅱ走行速度 60km/h まで 

小型車類：⊿Lsurf＝－5.7＋7.3 log10（ｙ＋1） 

大型車類：⊿Lsurf＝－3.9＋3.6 log10（ｙ＋1） 

ここで、 

y ：施工後の経過時間[年] 

 計画道路の供用時はｙ=０、道路ネットワークの整備完了時はｙ=２とし 
ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           
※非定常走行区間：信号交差点を含む一般道路で、自動車が頻繁に加速・減速を繰り返しながら走行す

る区間であり、一般社団法人日本音響学会が提案した道路交通の騒音の予測モデ

ル“ASJ RTN-Model 2013”を用いる場合の走行速度は、10km/h から 60km/h までの

範囲とします。 
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④動力付二輪車類を含む等価騒音レベル（LAeq） 

パワーレベルの予測条件とした将来交通量は、動力付二輪車類が考慮されてい

ません。そのため、「道路環境影響評価の技術手法（平成24年度版）」において、

次の式で求められる動力付二輪車類による寄与分⊿LTw,Dを、大型車類及び小型車

類の交通量で算出したLAeqに加算することにより補正する方法を用いました。 

⊿LTw,Dの基本式を以下に示します。 
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D ： 騒音に係る環境基準でいう昼間（６時から22時）と夜

間（22時から翌日６時）の別 
h ： 時間帯 

qL，qH，qTw ： 小型車類（L）、大型車類（H）及び動力付二輪車類（Tw）

の時間交通量 

qL,D ， qH,D ，
qTw,D 

： 小型車類（L）、大型車類（H）及び動力付二輪車類（Tw）

の昼間、夜間別交通量 

aL，aH，aTw ： ASJ-RTN Modelにおける小型車類（L）、大型車類（H）

及び動力付二輪車類（Tw）のパワーレベルの定数 

 

⊿LTw,Dの算出に必要な小型車類、大型車類及び動力付二輪車類の昼間、夜間別

交通量は、大型車混入率及び自動車交通量に対する二輪車交通量の割合を用いて

求めました。 
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イ 自動車の走行に伴う振動レベル 

a 予測式 

道路交通の振動レベルの予測式は、「道路環境影響評価の技術手法(平成24年度

版)」の道路交通振動予測式を用いました。 

 

1
*

1010  LL  

  sf1010
*

1010
*

10 dlogclogblogloga   MVQL  

ここで、 

10L  ：振動レベルの80％レンジの上端値の予測値(dB) 

*
10L  ：基準点における振動レベルの80％レンジの上端値の予測値(dB)

1  ：距離減衰量(dB)であり、道路構造によって決定される予測基準

点から予測地点までの距離によって求められます。 

  ：500秒間の1車線当たりの等価交通量(台/500秒/車線) 

  ＝  21
1

3600
500 KQQ

M
   

ここで、大型車の小型車換算係数K=13 

  

1Q  ：小型車時間交通量(台/h) 

2Q  ：大型車時間交通量(台/h) 

V  ：平均走行速度(km/h) 

M  ：上下車線合計の車線数 

  ：路面の平坦性等による補正値(dB)（表4.2-3参照） 

f  ：地盤卓越振動数による補正値(dB)（表4.2-3参照） 

s  ：道路構造による補正値(dB)（表4.2-3参照） 

a,b,c,d ：定数（表4.2-3参照） 

 

 

b 予測基準点 

予測基準点の位置は、図4.2-2に示すとおりです。 

 
図 4.2-2 予測基準点 

 

*Q
Q
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表 4.2-3 道路交通振動予測式の定数及び補正値等 

道路 

構造 
K a b c d ασ αｆ αＳ 

α1 

=βlog10(r/5+1)/log102

ｒ:基準点から予測地点

までの距離(m) 

平面道路 

高架道路

に併設さ

れた場合

を除く。 

100＜V≦

140 

km/h 

のとき 

 

14 

 

 

 

 

V≦100 

km/h 

のとき 

 

13 

47 12

3.5 27.3 

アスファルト

舗装 

：8.2log10σ 

コンクリート

舗装 

：19.4log10σ
ｆ≧8Hzのとき

-17.3log10ｆ 

 

ｆ＜8Hzのとき

-9.2log10ｆ

-7.3 

 

ｆ: 

地盤卓越振動

数(Hz) 

0 

β: 粘土地盤では 

    0.068L10
＊-2.0 

β：砂地盤では 

    0.130 L 10
＊-3.9 

盛土道路

 

σ:3mプロフィ

ルメータによ

る路面凸凹の

標準偏差(mm)

-1.4H 

-0.7 

H:盛土

高さ(m) 

β: 0.081L10
＊-2.2 

切土道路

-0.7H 

-3.5 

H:切土

高さ(m) 

β: 0.187L10
＊-5.8 

堀割道路

-4.1H 

+6.6 

H:堀割

深さ(m) 

β: 0.035L 10
＊-0.5 

高架道路 7.9 

1本橋脚 

：7.5 

2本以上

の橋脚 

：8.1 

1.9log10Hp 

Hp：伸縮継手部

から±5m範囲

内の最大高低

差(mm) 

ｆ≧8Hzのとき

-6.3log10ｆ 

 

ｆ＜8Hzのとき

-5.7 

0 β: 0.073L 10
＊-2.3 

高架道路

に併設さ

れた平面

道路 

3.5 21.4 

アスファルト

舗装 

：8.2log10σ 
ｆ≧8Hzのとき

-17.3log10ｆ 

ｆ＜8Hzのとき

-9.2log10ｆ-7.3
コンクリート

舗装 

：19.4log10σ

資料：「道路環境影響評価の技術手法（平成24年度版）」（平成25年３月 国土技術政策総合研究所） 

 

なお、道路交通の振動の路面平坦性等による補正値は、表4.2-4から求めました。 

 

表 4.2-4 維持修繕要否判断の目標値 

道路の種類 

項目 
自動車専用道路 交通量の多い一般道路 交通量の少ない一般道路

縦断方向の凹凸 

(mm) 

8m プロフィル 

90（Prl） 

3m プロフィル 

3.5（σ） 

3m プロフィル 

4.0～5.0（σ） 
－ 

段差 

(mm) 
10 15～20 20～30 

資料：「道路維持修繕要綱」（昭和 53 年７月 公益社団法人日本道路協会） 
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（２）予測対象時間帯 

騒音の予測対象時間帯は、環境基準に定める時間の区分ごと(昼間:６時から22時

まで、夜間:22時から翌日６時まで)としました。 

振動の予測対象時間帯は、表4.2-5に示すとおり、計画道路付近で既に供用してい

る都道43号（芋窪街道）の高松町二丁目交差点北側(Ａ断面)における交通量現地調

査結果から、環境確保条例に基づく日常生活等に適用する振動の規制基準に定める

時間の区分（第１種区域は昼間：８時から19時まで、夜間：19時から翌日８時まで、

第２種区域は昼間：８時から20時まで、夜間：20時から翌日８時まで）ごとに等価

交通量が最も大きくなる、昼間10時から11時まで、夜間７時から８時までとしまし

た。 

 

表4.2-5 振動の予測対象時間帯 

振動 
時間区分 

時間帯 

交通量現地調査結果 
（高松町二丁目交差点北側(Ａ断面)） 

大型車交通量 
(台/h) 

小型車交通量 
(台/h) 

等価交通量※ 

（台/500 秒/車線）

 8:00～ 9:00 52 329 35 

 9:00～10:00 64 370 42 

 10:00～11:00 70 553 51 

 11:00～12:00 68 525 49 

 12:00～13:00 55 485 42 

昼間 13:00～14:00 59 525 45 

 14:00～15:00 69 460 47 

 15:00～16:00 53 507 42 

 16:00～17:00 43 578 39 

 17:00～18:00 32 481 31 

 18:00～19:00 32 483 31 

  19:00～20:00 29 397 27

 20:00～21:00 23 261 19 

 21:00～22:00 14 215 14 

 22:00～23:00 9 150 9 

 23:00～24:00 9 87 7 

 0:00～ 1:00 12 71 8 

夜間 1:00～ 2:00 19 67 11 

 2:00～ 3:00 16 34 8 

 3:00～ 4:00 22 32 11 

 4:00～ 5:00 24 67 13 

 5:00～ 6:00 31 90 17 

 6:00～ 7:00 52 253 32

 7:00～ 8:00 58 369 39 

※等価交通量＝（500/3,600）×（1/4 車線）×（小型車交通量＋13×大型車交通量） 
注１）   ：予測対象時間帯 
注２)計画道路供用後は、いずれの予測地点においても同様の幅員構成、時間帯別走行台数比率になると想定し、各

時間区分において等価交通量が最大となる時間帯を予測対象時間帯としました。 
注３）調査地点は本編図 8.1-13(本編 75 ページ参照)に示すとおりです。 

 

 

336 立川都市計画道路３・３・30号立川東大和線（立川市羽衣町二丁目町栄町四丁目間）建設事業 環境影響評価書（資料編）



53 

（３）計画道路周辺の主要な幹線道路の規制速度 

計画道路周辺における４車線道路の規制速度は、表4.2-6に示すとおりです。 

 

表 4.2-6 計画道路周辺の主要な幹線道路の規制速度 

道路名 規制速度（km/h） 

立川３・５・28 号［都道 16 号（立川通り）］ 40 

立川３・３・30 号［都道 43 号（芋窪街道）] 50 

立川３・２・31 号 50 

立川３・２・14 号 50 

都道 153 号 60 

都道 29 号（新奥多摩街道） 50 

都道 146 号 50 

 
4.3 予測結果 
4.3.1 背後地の予測（騒音） 

背後地（道路端から20m地点）における道路交通騒音レベルの予測結果は、表4.3-1

に示すとおりです。予測に当たっては、「道路交通騒音の予測モデル“ASJ RTN-Model 

2013”」(平成26年４月 日本音響学会誌70巻４号)に示される建物群背後における評

価区間の平均的な等価騒音レベルを求めることとしました。 

道路交通騒音レベル減衰図は、計画道路の供用時は図4.3-1、道路ネットワークの

整備完了時は図4.3-2に示すとおりです。 

 

表 4.3-1 計画道路の供用時の予測結果(背後地 20m) 

予測 
地点 

時間 
区分 

予測 
高さ 

計画道路の供用時の 
予測結果(LAeq) 

(dB) 

道路ネットワークの 
整備完了時の予測結果 

(LAeq) (dB) 

環境 
基準 
(dB) 

遮音壁 
高さ 

西側 東側 西側 東側 

① 
羽衣町 
二丁目 
付近 

昼間 
地上 4.0m 57 56 60 60 

60 

中央：1.5m
地上 1.2m 57 56 60 60 

夜間 
地上 4.0m 51 50 54 54 

55 
地上 1.2m 51 50 54 54 

② 
曙町 
三丁目 
付近 

昼間 
地上 4.0m 57 52 60 55 

60 
中央：1.5m

東側：1.0m

地上 1.2m 57 50 60 53 

夜間 
地上 4.0m 51 47 54 49 

55 
地上 1.2m 51 44 54 47 

③ 
曙三南 
公園 
付近 

昼間 
地上 4.0m 55 53 58 55 

60 
中央：1.5m

東側：1.0m

地上 1.2m 55 51 58 53 

夜間 
地上 4.0m 50 47 52 49 

55 
地上 1.2m 50 45 52 47 

④ 
栄町 
三丁目 
付近 

昼間 
地上 4.0m 58 58 61 62 

65 

中央：1.5m
地上 1.2m 58 58 61 62 

夜間 
地上 4.0m 52 52 55 56 

60 
地上 1.2m 52 52 55 56 
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【計画道路の供用時；昼間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

②曙町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

③曙三南公園付近  
(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

④栄町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 
注）予測高さ 4.0m の結果と予測高さ 1.2m の結果がほぼ同値で凡例が重なっている箇所があります。  

図 4.3-1(1) 道路交通騒音レベル減衰図（計画道路の供用時；昼間） 

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

020406080100
敷地境界からの距離(m)

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

0 20 40 60 80 100
敷地境界からの距離(m)

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

020406080100
敷地境界からの距離(m)

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

0 20 40 60 80 100
敷地境界からの距離(m)

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

020406080100
敷地境界からの距離(m)

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

0 20 40 60 80 100
敷地境界からの距離(m)

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

020406080100
敷地境界からの距離(m)

20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

0 20 40 60 80 100
敷地境界からの距離(m)

  ：1.2m  ：4.0m
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【計画道路の供用時；夜間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

②曙町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

③曙三南公園付近  
(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

④栄町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 
注）予測高さ 4.0m の結果と予測高さ 1.2m の結果がほぼ同値で凡例が重なっている箇所があります。  

図 4.3-1(2) 道路交通騒音レベル減衰図（計画道路の供用時；夜間） 
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【道路ネットワークの整備完了時；昼間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

②曙町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

③曙三南公園付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

④栄町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 
注）予測高さ 4.0m の結果と予測高さ 1.2m の結果がほぼ同値で凡例が重なっている箇所があります。  

図 4.3-2(1) 道路交通騒音レベル減衰図（道路ネットワークの整備完了時；昼間） 
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【道路ネットワークの整備完了時；夜間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

②曙町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

③曙三南公園付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 

 

④栄町三丁目付近 

(dB)                            西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 
注）予測高さ 4.0m の結果と予測高さ 1.2m の結果がほぼ同値で凡例が重なっている箇所があります。  

図 4.3-2(2) 道路交通騒音レベル減衰図（道路ネットワークの整備完了時；夜間） 
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4.3.2 背後地の予測（振動） 

計画道路の背後地における道路交通振動レベルの状況は、表4.3-2に示すとおりで

す。いずれの予測地点においても規制基準を下回っています。 

道路交通振動レベル減衰図は、計画道路の供用時は図4.3-3、道路ネットワークの

整備完了時は図4.3-4に示すとおりです。 

 

表 4.3-2 道路ネットワークの整備完了時の予測結果(背後地 20m) 

予測地点 
時間区分
(括弧内は

予測時間帯)

計画道路の供用時の 
予測結果(L10) 

(dB) 

道路ネットワークの 
整備完了時の予測結果 

(L10) (dB) 

規制 
基準 
(db) 

西側 東側 西側 東側 

① 
羽衣町 
二丁目付近 

昼間(10時) 45  45  46  46  60 

夜間(７時) 44  44  45  45  55 

② 
曙町三丁目 
付近 

昼間(10時) 46  46  46  46  60 

夜間(７時) 45  45  45  45  55 

③ 
曙三南公園 
付近 

昼間(10時) 45  45 45 45 60 

夜間(７時) 44  44 44 44 55 

④ 
栄町三丁目 
付近 

昼間(10時) 45  45  46  46  
東側：60
西側：65

夜間(７時) 44  44  45 45 
東側：55
西側：60
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【計画道路の供用時；昼間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

②曙町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

③曙三南公園付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

④栄町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.3-3(1) 道路交通振動レベル減衰図（計画道路の供用時；昼間） 

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

01020304050
敷地境界からの距離(m)

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0 10 20 30 40 50
敷地境界からの距離(m)

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

01020304050
敷地境界からの距離(m)

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0 10 20 30 40 50
敷地境界からの距離(m)

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

01020304050
敷地境界からの距離(m)

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0 10 20 30 40 50
敷地境界からの距離(m)

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

01020304050
敷地境界からの距離(m)

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0 10 20 30 40 50
敷地境界からの距離(m)

336 立川都市計画道路３・３・30号立川東大和線（立川市羽衣町二丁目町栄町四丁目間）建設事業 環境影響評価書（資料編）



60 

【計画道路の供用時；夜間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

②曙町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

③曙三南公園付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

④栄町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.3-3(2) 道路交通振動レベル減衰図（計画道路の供用時；夜間） 
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【道路ネットワークの整備完了時；昼間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

②曙町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

③曙三南公園付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

④栄町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.3-4(1) 道路交通振動レベル減衰図（道路ネットワークの整備完了時；昼間） 
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【道路ネットワークの整備完了時；夜間】 

①羽衣町二丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

②曙町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

③曙三南公園付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

④栄町三丁目付近 

(dB)                             西側    東側                              (dB) 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.3-4(2) 道路交通振動レベル減衰図（道路ネットワークの整備完了時；夜間） 
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（３）計画道路沿道の学校への対応 

予測地点③付近には、公共施設である立川第二中学校があるため、同中学校の校

舎における道路交通騒音の予測を行いました。 

予測位置は校舎の外側壁面とし、１階（1.2m）、２階（4.0m）、３階（7.0m）の高

さで予測しました。また、開校時間を考慮して、昼間の時間区分について予測しま

した。 

予測結果は、表4.3-3に示すとおりです。 

 

表 4.3-3 立川第二中学校（校舎の外壁側面）における道路交通騒音の予測結果 

（単位：dB） 

予測箇所 
（地上高さ） 

予測結果（LAeq） 

計画道路の供用時 
道路ネットワーク 
の整備完了時 

昼間（６時～22 時） 昼間（６時～22 時） 

３階（7.0m） 59 62 

２階（4.0m） 56 59 

１階（1.2m） 53 56 

 
また、校舎の教室内（窓開け時）については、「騒音の評価手法等の在り方につい

て（答申）」（平成10年５月22日 中央環境審議会）によると、「建物の防音性能につ

いて、通常の建物において、窓を開けた場合の平均的な内外の騒音レベル差（防音

効果）は10dB程度であると考えられる。」とされていることから、校舎の外側壁面で

の予測結果から上記の建物防音性能を差し引くと、予測結果は表4.3-4に示すとおり

となります。 

学校保健安全法（平成20年法律第73号）に基づく「学校環境衛生基準」（平成21年

文部科学省告示第60号）では、騒音レベルの判定基準として「教室内の等価騒音レ

ベルは、窓を開けているときはLAeq55dB以下であることが望ましい。」とされているこ

とから、校舎の教室内における騒音レベルは、この判定基準以下となります。 

 

表 4.3-4 立川第二中学校（校舎の教室内）における道路交通騒音の予測結果 

予測時点 
予測箇所 

（地上高さ） 

校舎の外側壁面 
での予測結果 

① 

建物の 
防音性能 

② 

校舎の教室内に 
おける騒音レベル

（窓開け時） 
③ 

計画道路の 
供用時 

３階（7.0m） 59dB 

10dB 程度 

49dB 程度 

２階（4.0m） 56dB 46dB 程度 

１階（1.2m） 53dB 43dB 程度 

道路ネットワーク
の整備完了時 

３階（7.0m） 62dB 52dB 程度 

２階（4.0m） 59dB 49dB 程度 

１階（1.2m） 56dB 46dB 程度 
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